
 

 

事に対する意欲を低下させ

ており、「給与水準」「人事

制度」「退職金水準」につい

ては、期待外れだったとする

割合が高かったようです。 

現在の職場を退職しよう

と思った経験がある若者は

６割強にも上り、その要因を

「職場内の人間関係への不

満」としていますが、企業は

「仕事内容への不満」と想像

しているようです。 

さらに、退職しようと思っ

た若者（社会人）の５割強は、

退職について誰にも相談し

ておらず、企業が若者の退職

リスクを把握できていない

懸念があることもわかりま

した。 

 

◆女性の活用についての 

ズレ 

女性が管理職になるうえ

での課題について聞いたと

ころ、企業の回答は、「家庭

に支障がない範囲で、仕事を

したいという意識の女性が

多い」や「モデルとなる女性

がいないため、管理職になる

ことを不安に思う女性が多

い」、「会社として、女性の育

成や活用の方針が明確にな

っていない」が上位を占めま

したが、若者（社会人）は、

「長時間労働を前提とした

働き方の見直しが十分に進

んでいない」が最も多く、こ

こにも両者の認識に違いが

見られました。 

 

2 月の税務と労務の手続

［提出先・納付先］ 
3 日 

○ 贈与税の申告受付開始

＜３月１７日まで＞［税

務署］ 

10 日 

○ 源泉徴収税額・住民税特

別徴収税額の納付［郵便

局または銀行］ 

○ 雇用保険被保険者資格取

得届の提出＜前月以降に

採用した労働者がいる場

合＞ 

［公共職業安定所］ 

○ 労働保険一括有期事業開

始届の提出＜前月以降に

一括有期事業を開始して

いる場合＞ 

［労働基準監督署］ 

17 日 

○ 所得税の確定申告受付開

始＜３月１７日まで＞

［税務署］ 

※なお、還付申告につい

ては２月１４日以前でも

受付可能。 

28 日 

○ じん肺健康管理実施状況

報告の提出［労働基準監

督署］ 

○ 健保・厚年保険料の納付

［郵便局または銀行］ 

○ 日雇健保印紙保険料受払

報告書の提出［年金事務

所］ 

○ 労働保険印紙保険料納

付・納付計器使用状況報

告書の提出［公共職業安

定所］ 

○ 外国人雇用状況報告（雇

用保険の被保険者でない

場合）＜雇入れ・離職の

翌月末日＞［公共職業安

定所］ 

 

当事務所よりひと言 
 

○ 中小企業の社員約 2000

万人が加入する全国健

康保険協会（協会けん

ぽ）は、2014 年度の介

護保険料率を前年度比

0.17 ポイント引き上げ

1.72％にすると発表し

ました。 

○ 健康保険の医療の保険

料率は、全国平均 10.0％

に据え置くが、国費によ

る支援策がなければ引

き上げを迫られていた

計算になります。 

○ 増え続ける社会保険料

の削減案として、確定拠

出年金に加入する方法

があります。その分、標

準報酬月額の等級が下

がるためです。詳細は当

事務所まで。（清） 

 

 

 

 

 

座第１位は「ビジネスコミュ

ニケーション」でした。受講

者の多くが 20 代のいわゆる

「ゆとり世代」中心となって

おり、社会人になり様々な世

代と関わることが増えたた

め、円滑なコミュニケーショ

ンの進め方を学ぶ講座が人

気となっているようです。 

第５位には「ビジネス上の

言葉遣い」が入り、様々な人

とコミュニケーションをと

るうえで必要な表現方法を

学ぶ若者も増えているよう

です。 

また、第２位には「仕事の

段取り・組み立て方」、第４

位には「社会人として必要な

基本スキル」が入り、社会人

としてのスキルや考え方を

身につけるための講座の人

気も高くなっているようで

す。 

 

「仕事への意識」に 

対する企業と若者の間に

あるズレ 
 

◆企業と若者の間で仕事に

対する意識にズレが？ 

日本生命保険相互会社が

発表した、従業員数 1,000 人

以上の企業などを対象とし

た「企業調査」と、全国の 20

代以上の社会人および就職

が内定している大学４年生

などを対象とした「若者調

査」によると、仕事に対する

意識において企業と若者の

間にズレが生じていること

がわかりました。 

 

◆新卒の採用・就職について

のズレ 

就職先の検討時に最重要

視しているポイントについ

て聞いたところ、企業は「自

分のやりたいことをできる

か」と想像していたようです

が、実際には若者は「業種」

「勤務地」を重要視していま

した。 

最近、「若者の使い捨てが

疑われる企業等」（いわゆる

ブラック企業）への取組みが

話題になっていますが、やは

り若者の労働環境や早期退

職率等に対しての関心が高

まっており、チェック方法と

して、過半数が候補企業名と

「ブラック企業」のキーワー

ドで、インターネット検索を

しているようです。 

 

◆新卒の定着・育成について

のズレ 

また、若者（社会人）の４

割弱が、入社時と比較して仕

「コミュニケーション

力」を磨く講座が人気！ 

 
◆管理職に人気の講座は 

「部下のほめ方・叱り方」 

エン・ジャパン株式会社が

発表した定額制研修サービ

ス「エンカレッジ」の役職別

人気講座ランキングを見る

と、管理職・一般社員いずれ

も「コミュニケーション」を

テーマにした講座が人気と

なったようです。 

管理職に人気の講座の第

１位は「部下のほめ方・叱り

方」で、第２位は「コーチン

グの基本」でした。第５位に

も「部下との関係づくり」が

入り、部下とのコミュニケー

ションに関する講座が上位

を占めました。 

時代の変化によって多様

な価値観を受け入れること

が求められていることから、

部下との関係性を築くため

のコミュニケーション力を

身につけることが必要と感

じている管理職の方が多い

ようです。 

 

◆一般社員に人気の講座は

「ビジネスコミュニケーシ

ョン」 

一般社員における人気講

連絡先：〒270-1471  

千葉県船橋市小室町３０６０－３－５０３ 

電 話：047-401-3023   FAX：047-457-7025 

E-mail：info@bamba-sr.com   

ホームページ：http://www.bamba-sr.com  
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